
○児童生徒に対する指導における体罰の根絶について（通知）

平成２５年１月１６日 ２４高教福第１０８４号

各市町村（学校組合）教育長あて 高知県教育長通知

年度末の総仕上げの時期を迎え、日々学校教育活動の充実にご尽力いただき、心より

お礼申し上げます。

さて、先般、大阪市の高等学校の男子生徒が自ら命を絶つという非常に痛ましい事件

が発生しました。その背景には、生徒が所属する運動部の顧問教諭による度重なる体罰

の実態があったということが新聞やテレビ等で大きく報道されています。

その実状については、今後、各関係機関等の調査で、明らかになっていくものと思わ

れますが、ひとりの若者の尊い命が失われた事実を鑑みた時、教育に携わる者として、

誠にやりきれなく、胸が締めつけられる思いであり、本県においても、命を大切にする

教育や望ましい教育環境の整備に全力で取り組まなければならないと改めて強く決意し

たところです。

そもそも、教育は、児童生徒の人格の完成を目指し、よりよい社会の形成者として自

立するよう指導・支援することであり、教職員は、正しい児童生徒理解に立って信頼関

係を築き、あらゆる教育活動を通して、将来に向けての生き抜く力を育む必要がありま

す。

学校教育において、教職員が児童生徒に対し、生活態度や言動のあり方、善悪の判断

等を適切に指導することはとても重要なことですが、たとえ、使命感や責任感に基づく

指導であっても、児童生徒に精神的・肉体的苦痛を与える体罰に至れば、その信頼関係

を根底から崩すばかりか、学校や教職員に対する社会の信頼も大きく損なう結果へと繋

がりかねません。

つきましては、教職員による体罰は、児童生徒の人権侵害にかかわる問題であり、法

律で厳に禁止された、決してあってはならない行為であるということを再認識していた

だくため、貴管内の各学校に対し、今一度、下記の冊子等（写しを添付）を参考に、指

導徹底を図っていただくととともに、学校における体罰防止に関する取組や危機管理対

応について再点検するなど、児童生徒や保護者、地域から信頼される学校づくりを進め

られるようお願いいたします。

記

１ 高知県教育委員会作成 体罰防止リーフレット「子どもたちの健やかな成長のために」

体罰のない学校づくりを目指して（平成 17年 2月）

２ 高知県教育委員会作成 冊子「信頼される学校づくりのために」不祥事防止に向けて

＜改訂版＞（平成 21年 8月）8-9頁《体罰》学校教育法で明確に禁止されている行為

３ 文部科学省初等中等教育局長通知 「問題行動を起こす児童生徒に対する指導について

（通知）」（平成 19年 2月 5日付け 18文科初第 1019号）










